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0 はじめに

次のような数量詞を2つ含む文について考察

する句

(1) Three boys met" t¥VO gil.ls 

(1)文を聞いて (読んで)、多義とは感じない

のが普通であろう。従って.第一義的な意味

は、 (2)のようなものであると考えられる。

(2) 3人の少年が2人の少女に、ある場

所で、同時に出会った 3

ところが、この(1)文には、 (3)のような意

味解釈が可能なので、2つに多義であると考え

ることもできる。

(3) a. 3人の少年がIつのグループで行

動 L、ある時、 1人の少女に出会

い、別の暗にもう 1人の少女に出

会った。立1

b.3人の少年のうち、 i人が2人組

の少女に出会い、日Ijの少年 1人が

2人組の少女に出会い、最後の少

年 l人が2人組のj;女に出会っ

たJ幻

更に、石井 (2013b.c)および (2011)で論

じたように、 (3)に見る「多義性」は、個人を

特定化することにより増大し、(1)文における

各個人の時空での存在も考慮に入れると‘ 層

増加し、数量詞が表す個々のモノ (ここでは少

年や少女)の所属する集合まで考慮に入れる

と、多義性は天文学的数値になる。

このことから、多義度 (~ どれくらい多義

であるかjの数的設定には伏況によって段階性
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があると思われる。この段階性が意味するこ 二義要因とは、二義に解釈できる要因のこと]。

と、そして、この段階性が何レベルあるか、更 (8) 総多義度方程式出

に、この「段階性」と、暖昧性のもう 1つの側 二義要因がp個、数量調がq個生巴

面である「漠然性」との関連を考察するのが、 ているとき

本稿の目的である。白

1 総多義度方程式の構築

1. 1.一文における数量間数と多義を生み出

す仕組み

数量詞が複数生じた文は、樹形図では置接、

構造差を示せないものの、スコープの差という

発想によって、多義性を説明できると考えられ

ている。

(1)文の場合は、次のようなスコ」プ関係が

想定できる。

(4) a. threeくtwo→ (3a)の意味

b. three > two → (3b)の意味

このスコープ関係は、数量詞の数によって異

なり、次のように数学的に示せる。このスコー

プの関係を持つ可能性の数(=スコープ関係

数)だけ多義であることになる。多義の数値を

多義度とすると、次の等式が成り立つ。但し、

n(Q)は一文に現れる数量詞の数である。

(5) スコ」プ関係数=多義度=n(Q)! 

数量詞数の階乗分だけ、多義となるというこ

とである。例えば、 3つの数量詞が生じている

場合は、 (6)のように多義度が計算できる。そ

のスコープ関係の検証は (7)である。

(6) 3!=3x2xl=6 

(7) Ql>Q2; Ql>Q3 ; Q2>Ql ; Q2> 

Q3 ; Q3>Ql ; Q3>Q2 

このことから、 (1)文は、 (5)より 2! すなわ

ち二義であることが分かるのである。

(5)による多義度を「基本多義度J(BDP: 
basic degree of polysemy)と命名する。

1. 2.数量間以外の要因を含む文の鎗多義度

数量詞を含む文がどれくらい多義なのかを計

算する場合、数量詞以外に多義となる要因がな

いとは限らない。石井 (2013c)および石井

(2014)で、他要因も考慮した総多義度が計算で

きる次のような方程式を提案した [(8)における

P q 

TDP二 IIakx II QkxM 

kニ 1 kニ 1

但し akニ 2;Qkニk

Mは修飾構造多義度

(8)式により、例えば(9)文の多義度を出して

みる。計算結果は、 (10)の通りになる。

(9) Three beautiful typists may not 

hit two cars behind the bus in four 

different places untill1. 

(10) TDP= 16 x 3! x 8=768 

二義要因として、まず、 beautifultypistsが

あり、 (11a，b)に履昧である。注5

(11) a beautiful typistの二義

a容姿の美しい(プロの)タイピス

ト

b.タイプライターの印字が美しい

(普通の)人

次に，maynotVの箇所も二義要因で、 (12a，

b)のように2つに暖昧である。

(12) may not Vの三義

a. [may notlのまとまり

→ rvしではならない」の意味
b. [not Vlのまとまり

→ rVしないでもよい」の意味
そして、く S[人1hit 0 [物1>も二義要因
で、 (13a，b)のごとく、 2つに暖昧である。酎

(13) S [人1hitO [物]の二義

a. SがOをなぐる

[Sに「動作主」、 Oに「被害」の

意味役割が付与されている]

b.SがOにぶつかる

[Sに「主題」、 Oに「位置」の意

味役割が付与されている]

最後に、二義要因としてcars behind 出e

busがあり (14a，b)に暖昧である。註7

(14) something behind Xのニ義

a.Xの後ろにある something
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b.Xの背後にある something

結果として(ll)から(14)のニ義要因があるの

で、二義要因数は4である。これにより、総多

義度方程式の第1項が計算できる。

(15) 総多義度方程式第l項・

三義要因数~4 で言明→ 2'二 16

つまり (9)文は、ご義要因により 16に多義で

あることが分かるのである。

次に、 (9)文における数量詞は、 three，two， 

fourと3種類出てきている。それで、数量詞

性多義度(~数量詞による多義度)は、次の

ように計算できる。

(16) 総多義度方程式第2項

数量詞数~3 で計算→ 3!~6

つまり (9)文は、数量詞の視点からは、 6つ

に多義であることが分かる。

更に、修飾構造多義度を考察する。

(17) 総多義度方程式第3項.

M~2x2x2 

a not ... until構造

b. behind匂の修飾

C. in句の修飾

(l7a)は、 until匂がhitとnothitを修飾す

る2つの可能性があり、(l7b)はbehind匂が

carsとhitを修飾する 2つの可能性がある。

そして、 (17c)はin匂がbusとhitを修飾する

2つの可能性を示しており、結果として、修飾

構造多義性は、 2の3乗すなわち8となる。削

(15) -(17)より、 (9)文の総多義度は(10)の

ようになるのである。

2. 3つの構成多‘度方程式の提案

2. 1.構成多‘度の酎算

1章で示した多義度は、数量詞の数だけ存在

する個々の人や物や場などの個性を無視した数

値であった。しかし、例えば (1)[ニ (18)Jに
おいて、具体的に誰が誰に会ったのかまで表し

た場合、多義度は一気に増大する。

(18) Three boys met two girls 

(18)において、 (3a)の解釈の時(19a)が、

(3b)の解釈の時(l9b)が言えるので、数量調の

表記上の数と実人数とは異なることがわかる。

つまり、一般化すれば(20)が言えるのである。

(19) a.少年の3人は、 2人目の少女に

会う時、 1人目の少女の場合と

同じ3人の少年でなければなら

ない。

b.少女の2人は、会う少年によっ

て異なっていてもよい。

(20) 1m個のsがn個のOをVする」
における現実のsとOの個数
a. S の個数~m

b.0の個数孟mn

少年3人を B1，B2， B3とすると、 3人がぱら

ぱらに 2人組の少女に会う順番の場合の数

(~S の個別活動における s の順序数)は、数

学的には人数の階乗となる。数値は3!で6と

なり、具体的には、 (21)のようになる。

(21) a. B1→B2→B3 

b.B1→B3→B2 

c. B2→BI→B3 

d.B2→B3→B1 

e. B3→BI→B2 

f. B3→B2→B1 

だから、 sの個別活動におけるsの順序数を
一般化すると、 (22)のようになる。

(22) Sの順序数=m!

[Sが個別にVする順序の数]
目的語の個数の最大値は、 (20b)から(23)と

なる。この最大値だけ存在する Oの数の中か

ら、文中に表された O の表示数の組の数 (~S

の個別活動における Oの選別数)を考えると、

一般論としては(24)となる。

(23) 0の最大値=mn

(24) 0の選別数

=mnからnを選ぶ場合の数。 Y

ニ C(mn，n)

(18)に即して言えば、 3人の少年が、個々に

2人組の少女に順番に会うのであるが、そもそ

もその2人組の少女の組の種類が数学上どれく

らいあるかが(24)の計算で求めることができ

る。例えば、 3人の少年が2人組の少女に個々

に会う場合は、少女の数は、最大で6名、これ

をGI，G2， G3， G4， G5， G6とする。だから、こ
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の6人の中から2人を選ぴ、 2人組を作る場合

の数は(24)により、 15が得られる。具体的な

2人組の種類は、 (25)のようになる。

(25) a. (Gl. G2) (Gl. G3) (Gl. G4) 

(Gl. G5) (Gl. G6) 

b. (G2. G3) (G2. G4) (G2. G5) 

(G2. G6) 

c. (G3. G4) (G3. G5) (G3. G6) 

d. (G4. G5) (G4. G6) 

e. (G5. G6) 

3人の少年が、 2人組の少女3組に順番に会

う場合、その会う 3組を、 15組から選んで並

べる場合の数は、 (26)の一般式に基づく (27)-

(28)の一般計算方式を利用し、具体的には yは

15で、 mが3であるから、 (29)のようになる。

(26) yだけある(組の)集合から、

m組だけ取り出して並べる場合の

数。 P(y • m) 

(27) C(mn.n)=mn!/n!(mn-n)!= y 

(28) P(y. m)= y!/(y -m)!=(mn!/n! 

(mn -n)!)!/(mn!/n! (mn -n)! 

m)! 

(29) P(15. 3)=I5V(15-3)!=15xI4xI3 

=2730 

(29)で得られた数値に、 3人の少年の順番の

数、つまり、 3!を掛けると、 (3b)の意味の場

合の構成員を意識した多義度となる。その多義

度は(30)で示きれる。

(30) 2730 x3!=2730x 6=16380 

これに、 (3a)の場合の構成員を意識した多

義度は、 (31)のように2つになる。

(31) a. (Bl. B2. B3) +Gl 

→(Bl. B2. B3) +G2 

b. (Bl. B2. B3) +G2 

→(Bl. B2. B3) +Gl 

これは、この文における表記上の少女の数を

nとした場合、 n'となる。すなわち、 (18)文で

(3a)の意味の場合、 2となる。

従って、(18)文の構成多義度は、 (30)と(31)

における場合の数の合計数となるので、 (32)の

ように表される。

(32) 16380+2=16382 

以上の考察から、数量調が2つ生じた場合の

構成メンパーを考慮した多義度(=構成多義

度)は、 (33)のような一般式で表されることが

分かる。

(33) 構成多義度

(PM=Pol)'l四nybased on Membe田)

PMニ m!(mn!/n! (mn -n)!)!/ (mn!/ 

n!(mn-n)!-m)!+n! 

2. 2.総構成多義度の計算

2. 1.で考察した構成多義度は、例えば、

一人ひとりの少年が同じ組に複数回(本稿で取

り上げている事象の場合最大3固)会うことを

無視していた。つまり、次のような出会い方も

あるわけである。

(34) a. Bl (Gl. G2) 

→B2(Gl. G2) 

→B3(Gl. G2) 

b. Bl(Gl. G2) 

→B2(Gl. G2) 

→B3(Gl. G3) 

c. Bl(Gl. G2) 

→B2(Gl. G2) 

→B3(G3.G4) 

但し、少年はBl.B2.B3で、

少女はGl.G2. G3. G4.…で

表す。「主語(目的語)Jの形

で表す。

すなわち、 (32)の計算[一般式は(33)Jは、

同じ組を無視した計算であった。同じ組を考慮

した場合、少年が個々に少女に会う場合の、会

う少女の順番に関する場合の数の一般式は

(35)の通りになる。

(35) {C(mn.n)}m 

(35)を具体的に計算すると、 (36)のようにな

る。

(36) {(3X2)!/2!(3X2-2)!)'ニ 15'ニ3375

これに(30)と(32)と同様の計算を施して、

(37)が得られる。

(37) 3! x 3375十2!= 20252 

(37)で得られる数値を総構成多義度 (TPM

=Total Polysemy based on Members)と名
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付ける。その一般式は(38)の通りとなる。

(38) TPM=m!・{C(mn，n)}皿十n!

2. 3 現実総構成多‘度の計算

2. 2 では総構成多義度を決定するための
主語の集合 (=S集合)と目的語の集合 (=0

集合)が予め定まったものであったが、現実に

は、ある集合(ニS母集団と命名する)からs
集合のメンバーを取りだし、別の集合 (=0母

集団と命名する)から O集合のメンパーを取

りだす側面まで考慮すると、多義性は、天文学

的数値になると思われる。しかし、実際、構成

メンパーを一般化すると、母集団を無視できな

~，。

(18)文で言うと、 3人の少年を少年全体の集
合(あるいは話題となっている少年の集合)か

ら、最高で6人の少女を少女全体の集合(ある

いは話題となっている少女の集合)から選ばれ

たものであると発想するということである。

以上の発想で、総構成多義度を、 s集合と O
集合に関する母集団まで考慮した総構成多義度

をRTPM(= Real Total Polysemy based on 

Members) [=現実総構成多義度]とすると、

それは(39)のように計算される。

(39) RTPM=P(p， m)・C(q，mn)・

{C(mn， n)}m+c(p， m)・d

apはm を含む母集団におけるメ

ンパーの総数

b.qはnを含む母集団におけるメ

ンパーの総数

(18)文において、RTPMを計算すると、 (40)

のようになる。

(40) RTPM[m=3， n=2J =P(p， 3)・

C(q， 6)・{C(6，2)}3+C(p， 3)・2!

ニ3375・P(p，3). C(q， 6) + 

2・C(p，3) 

ニ3375. p! . q!/6!・(p-3)!・

(q -6)!+2・p!/3!・(p-3)!

=3375・p!・q!/720・(p-3)!・

(q -6)!+2・p!/6・(p-3)! 

=225・p!・q!/48・(p-3)!・

(q -6)!+p!/3・(p-3)! 

pとqの値が定まらないと、具体的数値は出

ないが、とにかく途轍もない天文学的な数であ

ることだけは間違いない。

3.人間集合変移を組み合わせた組み合わせ冒

語論

3. 1.人間集合変移総構成多義度の提案
本稿第2章で、(総)構成多義度を検討して

きたが、総構成多義度を更に修正する必要があ

ると思われる。 Oになるメンパーを最大数の

mn (但しmは表記上のsの個数、 nは表記上
のOの個数)をはじめから選んだものとして、

計算をしているからである。

(18)文について言えば、はじめから6人の少

女を設定して、その中から全体で最小2人に3

回出会い、最大6人に出会うことが暗示される

計算をしていた。

実際には、例えば、 3人の少女を設定するこ

ともでき、その中から最小で同じ2人に3度会

い、 1人には会えなかった状況、また、全員に

会えた ([GI，G2J→ [GI， G2J→ [G2， G3J 

など)状況も考えることができる。

16人の集合を元に、出会いがあるわけでな

い」ということである。人間集合を最大値の

mnにするのではなく、 nから nmまで変化す

る状況まで想定した場合の総構成多義度は、

「人間集合変移を考慮した多義度」ということ

になり、 (41)式がその計算法である。これを

「人間集合変移総構成多義度」と命名する。卸

(41) 人間集合変移総構成多義度

[=h-TPM (=human TPM)J 

mn-n 

m! X L (.+kc.)m+n! 

k=O 

(41)式を用いて、 (18)文[mニ3，nニ2Jの具体

的な多義度を計算すると(42)のようになる。

(42) h-TPMニ 3!x{C(2，2)3+ 

C(3， 2)'+C(4， 2)'+C(5， 2)'+ 

C(6，2)'} +2! 

=6x (1'十ゲ十63十10'十15')十2

=6x (1十27+216十1000+ 3375) + 2 

= 27716 
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3. 2.人間集合変移現実総構成多義度の提藁

(39)式の現実総構成多義度 (=RTPM)に

対しでも、人間集合変移を考慮した多義度の計

算法は(43)のようになる。

(43) 人間集合変移現実総構成多義度

[=h-RTPM(=humanR'官 M)]削

mn-n+l 

P(p， m)・L(C(qk.n+kー1)・
k=1 

C(n+k-!， n)m} +C(p，m) Xn! 

(43)式は、数量詞がsとOにlつずつ、合
計2個生じている場合における構成メンパー

(本稿では人間)の個性を意識し、同じ組み合

わせの複数回出現と人間集合変移を考慮した場

合の多義度である。数量詞が2を超える場合

は、もっと複雑で、数値も、更に、極めて膨大

な天文学的なレベルになるものと恩われる。

4 時空を組み合わせた組み合わせ冒悟愉

4. 1.時空を組み込んだ雷悟簡と多義性

3.2.で提示したh.RTP恨の図式は、人間

の個性を反映した多義度であるが、これには、

その人間の存在時間と場所の要因を加味してい

ない。つまり、どの時間、どの空間に、少年と

少女が出会うかについては、無指定である。こ

のことを、以下の仏4)図で確認したい。

(必) 存在可能時空図注II

a異個 Oの異時岡空存在

B1+ (Gl， G2) 

B2+(G3，G4) 

国十(G5，白)

h異個Oの同時異空存在

B1+ (Gl， G2) I B2+ (G3， G4) I B3+ (G5， G6) 

在
一
存
一
角
亘
一

異
一
時
一
異

「

)

の
一
G

O
一
礼

個
一
(

異
一

H一B

C

「

B3+(G5，G6) 

B2十(G3，G4) 

d同一Oの異時同空存在

I B1+ (Gl， G2) I 
B2+ (Gl，G2) 

B2+ (Gl，G2) 

e.同一Oの同時異空存在

I Bl十(Gl，匂)I B2+ (Gl， G2) I B3+ (Gl， G2) 

在
一
存
一
空
一
異
一
時
「
異
一
自

の
一
位一，

O

一
1
一
G

-
一
(

同
一

H

-一
nu

f
「

B2+(Gl，G2) 

B2+(Gl，G2) 

これまでの多義度の考え方では、「異個OJ
(=目的語の構成メンパーの組が異なる場合が

ある状況)では、 (44a.c)が全て lつの意味と

Lて捉えてられていた。また、「同一OJ(= 
目的語の構成メンパーの組が同じである場合が

ある状況)では、 (44e)は不可能だから、結果

として(44d)や(44f)しか想定できないが、これ

らはlつの意味であると想定されていた。

4. 2.時空存在形式の提案

4. 1 で提案したように、構成メンパーの時

空位置(どの時間帯にどの空間域に存在してい

るかということ)を考慮した多義度について、

母集団を加味しないものは、「時空位置導入人

間集合変移総構成多義度J(sth. TPM = space. 
time.human TPM)と命名し、母集団を加味し

たものは、「時空位置導入人間集合変移現実総

構成多義度J(sth.RTPM=space.time.uman 
RTPM)と命名する。これらの計算方式は、あ

まりにも複雑になると思われるので省略する。

但し、時空位置の可能性を(45)図で示してお

くことにする。具体的な人聞とどの時空を占め

るかではなく、少年l人と少女2人の組Xが

どのように時空を占めるかのみに着目すると、

(45)のように9種類存在することが分かるので

ある。注12
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雪『里門出里司

日8ili~~
3T15 3T25 (2) 

少女が全て同じ2人の組であれば、 3T事象

しかあり得ないのに対し、少女2組が異なる場

合は、 2T事象も可能になる。そして、少女の

組が全て異なる場合のみ、 lT35事象も可能と

なる。注"

これらの状況も踏まえた上で、多義度を計算

すると、驚嘆すべき数値になるものと思われ

る。

5 多轟性の段階性と漠然性

5. 1. r50完全独立型」をも加味した多義性

第4章までの多義度は、 (3a，b)の状況を基本

として計算されたものであったが、更に、(1)

文[=(18)文]の意味をもう少し緩やかに捉える

と、 (46)のような状況を許すのではないかと恩

われる。

つまり、 3人の少年が、個々に、別々の時間

に合計2人の少女に会った場合も意味し得る可

能があるということである。→は時間の流れを

表す。

(46) a B1 (G1)→B1(G2)→B2(G3) 

→B2(G4)→B3(G5)→B3(G6) 

b. B1 (G1)→B2(Gl)→B3(G1) 

→B1(G2)→B2(G2)→B3(G2) 

c. B1 (G1)→B2(G2)→B3(G1) 

→B1(G2)→B2(G1)→B3(G2) 

(46a)においてそれぞれの sが2人のOに同

時に会えば、本稿の例では、 sが個々に活動す
る roまとまり型J[= (3b)の状況]となり、
r3T事象」に還元できる。これを r3T事象」

3T25(1) 3T35 

の一種であると、無理して捉えることができる

かもしれない。

また、 (46b)においてそれぞれのsが一緒に

なってOに会えば、本稿の例では、 Oが個々

にsから影響を受ける ["5まとまり型J[= 
(3a)の状況]となり、 ["2T事象」に還元でき

る。少なくとも ["2T事象」の一種と捉えるこ

とがぎりぎりできる可能性がある。

しかし、 (46c)の場合は、本稿の例には全く

当てはまらない。すなわち、この場合は、 sと
O共にまとまりが不可能で、本稿の事象には全

くない、 ["6T事象」となるのである。

つまり、 ["5まとまり型」、 ["0まとまり型」

以外に ["50完全独立型」というものふ考慮

しないといけない可能性がある。そして、それ

に対して時空をも考慮する多義性を考えるとな

ると、その多義度は、更に、驚嘆すべき天文学

的数値になるに違いない。

5. 2. rO不完全まとまり型」と rs不完全

独立型」の2状況をも加味した多義性

細かなことであるが、 (47)を考察する。

(47) a. Bl (Gl， G2)→ B2(Gl， G2)→ 

*B3(G1)/構B3(Gl，G2， G3) 

b. B1 (G1， G2)→ B2(G1， G2)→ 

B3(G1)→B3(G2) 

c. B1， B2， B3(G1)→ 

B1， B2， B3(G1， G2) 

d. B1， B2(G1， G2)→ 

B3(G1)→ B3(G2) 
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e. B1 (G1， G2)→ B2(G1， G2)→ 

B3(G1)→ B3(G1)→ B3(G3)/ 

可3(GJ)

(47a) のごとく、 3T事象の s独立型 (~S が

個々に活動する意味)では、 Oは必ず表示数

(~ 2)を超えてはならない。但し、 Oの数値

が2未満であることが常に問題とは限らない。

(47b)のような4T事象になれば容認されるか

らだ。この(47b)の状況を 10不完全まとまり

型」と命名する。

一方、 (47c)のように、 sまとまりでは、 O
は実人数が表示数であれば、 l人ずつ会わない

といけないということはない。

また、 (47d)のように、 s独立型でもsまと
まり型でもない型(これを IS不完全独立型」

と命名する)であっても、容認されそうであ

る。

更に、 (47e)のように 10不完全まとまり型」

であっても、ひとりの少年が、少女に複数会う

としても同じ少女にしか会わないというのは容

認されない。逆に言うと、同じ少女に複数会っ

ても、その前後または途中に2人目の少女に会

えれば容認されるo

従って、 sとOがどのような会い方をして
も、結局、以下の条件を満たしておれば容認さ

れることになると考えることができる。

(48) 1m個のsがn個のOをVする」
が成立する条件

→1m個あるsがそれぞれ表示数n
だけ異なる Oを少なくとも l度

Vする」

これであれば、これまで論じてきた「一度に

会う Oの実数が表示数である」ということで

なくてもよいだけでなく、会い方(まとまり型

か独立型かなど)も、会う頻度も関係ない[→

(47e)]ことになる。その (48)が正しいとす

ると、多義度は、更に、想像を絶する天文学的

数値になるであろう。

そして、これに対し、時空位置をも考慮した

多義度は、とんでもない数値になるであろう。

6.多義度と漠然性の関係性の考察

第5章で論じた ISO完全独立型JiO不完
全まとまり型」そして IS不完全独立型」をも

含めた多義度を、 4章までの多義度に組み込む

と、更に大きな数値となる。

この多義度について、例えば「全類型時空位

置導入人間集合変移現実総構成多義度J(s出-
WRTPMニ space-time-human Whole Real 

Total Polysemy based on Members)という

長い名称を付けることができるが、これは気の

速くなる数値であろう。注"

更に、時空以外の要因、例えば、「どのよう

にVしたのか?Jゃ「何故Vしたのかっ」な
どの要因も加味すると、多義度は、一層増すこ

とになる。

他要因を次々に加えていくと、多義度は、数

字を書き並べる紙面のページ数すら天文学的数

値になるような、物凄い数値になるであろう。

実は、漠然性と実質的に変わらなくなると考え

てよいだろう。

つまり、 12数量詞文J(~数量詞が 2 つ

入った文)で、二義要因や修飾可能性が存在し

ない文について、 (49)のモデルが提案でき
る。注15

(49) X義性:

一義性→

二義性→

M多義性→

全類型多義性→

時空位置導入多義性→

他要因導入多義性→

漠然性

そして、構成多義性については、 (50)のよう

な段階を経る。

(50) M多義性

構成多義性→

総構成多義性→

人間集合変移総構成多義性→

人間集合変移現実総構成多義性

2数量調文のX義性の段階性について、別

の角度から、 (51)図を作成しておく。
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(51) 2数量詞文のX義性の段階性注16

段階 X義性 2次多義性 多義度

第l段階 義性 l 

第2段階 二義性 sまとまり型と Oまとまり型 2 

構成多義性
16，382 

=個性を導入した多義性

総構成多義性
20，252 

=同組連続を許す多義性
第3段階 M義性

人間集合変移総構成多義性

=集合規模を変化させた多義性
27，716 

人間集合変移現実総;構成多義性

ニ母集団を意識した多義性 影しい数

第4段階 全類型多義性
SO完全型、 O不完全まとまり型、

s不完全独立型をも考慮した多義
時空位置導入 構成メンパーの時空位置をも考慮

天文学的数値

第5段階
多義性 した多義

超天文学的数値

第6段階
他要因導入

他の要因をも考慮した多義
多義性

第7段階 漠然性 無限註17

7 まとめと課題 d.2軒の底で3人の男性が飲んで

これまで、数量詞を2つ含む代表的な(1)文 いる。

について、その多義性を様々な角度から論じて e. 3人の男性が2軒の庖で飲んで

きたが、幾っか問題点もある。 いる。

これまでは、主語に付く数量詞が表す個体数 f. 3人の男性は2軒の庖で飲んで

が変化しないものと考えてきたが、ある条件下 いる。

では、主語の実数も変化する可能性がある。 g.3人の男性は2軒の唐で飲んだ。

(52)では、 (1)で見た目的語の実人数のごとく、 h.3人の男性は、その2軒の居で

主語の実人数が、他方の数量詞を主語に掛けた 飲んだ。

数となっている。具体的には男性の数が6人で 主語の実人数が変化する要因として時制の違

あると感じるのである。しかし、 aからhの順 いが挙げられる。過去進行形が最も実人数が6

にだんだん実人数が3人である意味が強くな となる可能性が高いと思われる。

る。 現在進行形の意味を表す、日本語の「してい

(52) aその2軒の庖では、 3人の男性 る」は、現在の習慣行為も表すことができるの

が飲んでいた。注16 で、その場合、実人数は数量調の数値そのもの

b.その2軒の屈では、 3人の男性 に留まる。例えば、 (52f)では、 13人の男性が

が飲んでいる。 2軒の屑で飲むことを習慣としている」という

c. 2軒の唐では、 3人の男性が飲 意味に取るのが普通なので、実人数は3人であ

んでいる。 ると感じる。
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いずれにしても、 (53)が言えるのである。

(53) 1m個のsがn個の場所でVして
いた」における mの実存在数=mn

場所が複数になると、主轄の実存在数(~

人の場合は実人数)が変わってくる可能性があ

り、特に過去進行形ではその傾向が顕著である

ことが分かったが、この場合の多義度の分析お

よび言七算については、今後の課題としたい。

また、多義度と漠然性の関係が、数量詞を用

いない多義文にも言えるのか、また、はじめか

ら一義文の場合は、そもそも漠然性との関係が

あり得ないのか、あるいはやはり段階性がある

のか? などの疑問に対する考察は、今後の課

題にしたい。

数量詞2個が生じる文で、二義要因や修飾構

造による多義を無視した文でも、他要固まで考

慮した場合、その多義度は、これまでの考察か

ら、「全類型時空位置他要因総導入人間集合変

移現実総構成多義度J(stho-WRTPM~space­

time-human-and-others Whole Real Total 

Polysemy based on Members)とでも命名で

きそうである。これはほぼ無限と言ってもよい

数である。

いずれにしても、 2つの数量詞文を聞いた

(読んだ)人聞は、組み合わせ言語学的には超

膨大な多義性の中から、ほぽ1つの意味解釈を

瞬時に、しかも、自然に理解するという能力を

発揮するわけであるが、これは、人間の持つ極

めて優れた能力の 1つであることは間違いな

しミ。

注

*本研究は、近畿大学総合社会学部教授で数学

者の回漕新成氏に的確な助言を頂いて完成した

ものである。改めて謝意を表明したい。

1 もう一人の少女に出会う場合、場所は別の

場所とは限らない。同じ場所で出会ってい

てもいい。ここでは、場所の差を多義性に

導入しない。

2. 2人組の少女は、出会う少年によって違っ

ていてもよい。ここではこの差を多義性に

カウントしない。つまり、目的語である少

女の表記上の数値は2であるが、実人数が

最大 2x3~6 人であることになる。これに

対し、主語の表記上の数値は3であるが、

実人数に変化はない。 (3a)で、もう 1人

の少女に出会う少年のグループは、先に出

会った少女の場合と同じでなければならな

ν、。

3.漠然性とは、基本的に全ての文に存在す

る。例えば、次の文を考えてみよう。

(0 He went there 
(0文は「ある男性が1人、話者に近い地
点から別の地点へ過去に移動した」という

ことを表すが、彼とは誰か、そことはどこ

か、そこへ行った方法や目的、誰かと一緒

に行ったのかどうかなど不明なことがいく

らでもある。これを漠然性 (vaguene田)

と言うのである。

4. TDPはtotaldegree of polysemy (総多

義度)の略。

5. これはabeau世fultypistが、 [beautiful

(typist→person [who types]) 1と分析

でき、 beautifulが意味的に、 personを修

飾するのか、whotypesを修飾するのかで、

意味が分かれる。前者が(lla)、後者が

(llb)の意味を生み出す。 an intelligent 

and beautiful typist (賢〈容姿が美しい

[プロの]タイピスト)であれば、通例

personしか修飾できないので、意味は陵

昧にならず、また、 afast and beautiful 

typist (印字が速くて美しい[普通の]人)

の場合も、通例whotypesのみ修飾する

と考えられるので、これも意味は暖昧にな

らない。

6. S [物Jhit 0 (人)の場合は、 sの意味役
割として「動作主J(~意志を持つ主体)
があり得ないので、意味は陵味にならな

v'。
(0 The car hit John. 
(その車はジョンにぶつかった→その車は

ジョンを援ねた)

7. behindの直後の名詞は前後が明確なもの

でないとこ義にならない。
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(i) There is a car behind the tree 

(i)では、「木の背後に車がある」の意味し

か出ないので、二義とはならない。

8. in匂はcarsを修飾する可能性がないとは

言えないが、やや不自然なので、ここでは

その可能性を排除する。

9 これは(38)と最初のm'と最後のdは同じ
であるが、真中のzが異なっている。 Lの
記号は関係する要素の総和を表す。この式

は、次のように各項を加算したものであ

る。尚、最初の式のxCyをC(x，y)の形式

で表記する。

(i) LC(n+k，n)m=C(n，n)m+ 

C(n+I， n)m+C(n+2， n)m 

+C(mn，n)m 

10. qkは、 (n+k-I)個を取りだす母集団に

おけるメンバー数を表す。なお、 kニ lの

場合から順に足し算する形が分かりやすい

ので、 k=1で計算が正しくなるよう若干

式を修正している。

11.縦のマスは異なる時聞を表し、下へ行くほ

ど遅い時聞を示す。横のマスは異なる空間

を示す。

また、ここで「同一OJとは同じ少女の
組、「異個OJとは異なる少女の組、「同
時」は同じ時間帯、「異時」は異なる時間

帯、「同空」は同じ空間域、「異空」は異な

る空間域を指す。

12. Xは少年l人と少女2人の組がどの時空に

存在するかを示す。

なお、1T3Sは、く 1つの時間と 3つの空

間>を占める状況を意味する。この表記に

おける Tやsはtimeとspac泡を表す。
それぞれの記号の後の( )内の数字は、

先にその位置を占めるのが何組かを示す。

例えば、 T(2)は、最初のTの位置を占め

るのが2組あることを示す。

13 それぞれの時空に存在する現象を、 pTqS

事象と一般化できる。但し、 pは時間帯の

数、 qは空間域の数である。ここで言う

1T3S事象とは、 1つの時間帯に3つの空

間域を占める現象ということになる。

なお、ここで、 IAとBの2者が同じ場所

に存在している」という言語学的意味と物

理学的意味は異なることを説明しておく。

ニユ」トン力学を基本とする伝統的物理学

の視点からは、 2者が全く同じ場所に存在

できない。というのは、 Aが存在してい

るところに重なるようにBは存在できな

いからである。言語学的に同ーの場所と

は、ある程度の境界のあるスペースを指

す。また、 IAとBの2者が同じ時間に存

在している」という言語学的意味は、 A

とBがある程度の時間の長さを共有して

いるということである。

14 全類型とは、従来の ISまとまり型J10 
まとまり型」に加え、 ISO完全独立型」

10不完全まとまり型」そして IS不完全
独立型」の3類型を全て合わせた表現であ

る。

15. IX義性」とは、「一義牲J-1多義性」を
まとめた言い方で、「漠然性」は「∞義性」

と置き換えることができる。なお、 X義性

のうち、二義性から漠然性までを「暖

昧性」、二義性から漠然性の直前までを

「多義性」と呼ぶ。別の言い方をすると、

<X義性=一義牲+暖昧性>で、しか
もく暖昧性二多義性+漠然性>というこ

とになる。

また、 1M多義性」とは IMember多義

性」の略で、複数の構成多義性をまとめた

言い方である。

16. 12数量詞文のX義性の段階性」の第2段

階のみが、石井(2012b，20l3a， 2013b)で主

張した「束ね理論」が適用できる範囲で、

第2段階から第 5段階までが、石井

(2013c， 2014)で提唱した「組み合わせ言語

学」が適用できる範囲である。第6段階か

ら第7段階については、どんな理論が適用

できるかは、今後の研究課題としたい。

17.様々な状況を設定することは、膨大な数に

なるが、正確に言うと、意味が無限になら

ない。限りなく無限に近いだけである。

「どの時間にどの場所で」という条件を明
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確にしても、それは明確にしている限り、

数学的な無限を意味しない。

状況を設定するのではなしつまり、時間

や場所を点的(~状況設定的)に捉える

のではなく、線的(~連続的)に捉える

と、意味は無限になる。第6段階までは点

的で、第7段階は線的な発想により成立す

る意味の広がりを暗示する。故に、第6段

階までと第7段階には根本的な差があると

言えよう o

18. (52a)文に「それぞれ」等の副調を入れる

と、完全に主語の実数は6人になる。

(i)その2軒の居では、それぞれ、 3人

の男性が飲んでいた。
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補遺

本稿で提案した「多義性の段階性」は、多義

にも階層性があるということであるが、これは

言語そのものに階層性があるという大前提から

ヒントを得た。

例えば、次の (la，b)を見てみよう。

(1) a John 1eft a 10t of wine for us. 

b. J ohn 1eft London for Paris 

(la， b)を受動態にしてみる。

(2) a A 10t of wine was left for us by 

John. 

b. *London was left for Paris by 

John. 

同じsvo文なのに、 (2b)のごとく、(1b)文
は受動態が不可となる。この理由は、主題階層

という発想による。

(3) 主題階層 (thematichierarchy) 

a. agent (動作主)

b. source (起点)

c. theme (主題)

業 a→b →cの順に階層が下がる

そして受動態に変形するのに次の制約がある

とされる。

(4) 受動文の主題制約

受動文のby句は受動文の主語より

も主題階層において高くなければな

らない。

(3a-e)は意味役割であるが、この意味役割が
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(Ia. b)文で、どのように与えられているかを示

すと次のようになる。

(5) a. John left a lot of wine for us 

[agent] [theme] 

b. J ohn left London for Paris 

[theme] [source] 

意味役割は、受動態に変形後も、変化しない

ので、次のように示すことができる。

(6) a. A lot of wine was left for us by 

[theme] 

John. 

[agent] 

b. *London was left for Paris by 

[source] 

主也
[theme] 

(6a)は(4)を満足するが、 (6b)は(4)を満足

しない。だから、 (6b)[= (2b)]は非文なので

ある。

いずれにしても、主題階層という考え方は、

言語現象を説明する能力を持っている。

同様に、多義度の世界でも、階層性があると

判断することも可能なのである。

今後の課題としては、今回の論文で浮かび上

がった「多義度の段階性(=階層性)Jがどん

な言語現象を説明することができるかを考察す

ることである。
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